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西日本新聞筑後八女地区エリア情報紙

坂本繁二郎先生作の
『耕作白馬』の模写画について
　八女学院中学校３年　宮川倫太朗君

　今年も 11 月 3日（文化の日）に坂本繁二郎先生の画
業を讃える『帰居祭』が催される。そのポスター作成
のために、先生の油彩画『耕作白馬』を水彩で模写し
てもらった。

　この絵は昭和 11 年 (1936) に完
成した先生 79歳のときの 10号の
油彩画であり、先生の画業 50 年
展などに発表され、「馬と人間との
深い生活関係がしのばれる」とし
て高い評価を得た。
　倫太朗君は、猛暑の夏休み中に
この絵の模写に挑戦して、白を基
調とした不思議な色調を見事に表
現し、とくに、馬の左半身の淡い
ブルーの影の表現に苦労し、一つ
の体得を経験したと思う。「影は黒
い」と思いこむ誤りをこの模写で
実感できたのではないだろうか。
幼稚園児以来の指導が実をむすん
だと私は喜んでいる。
　（杉山絵の教室　杉山　亞土）
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こんにちは。
八女警察署です。

㊶

　皆様、こんにちは。
八女警察署生活安全
課の内野です。全国地
域安全運動期間中の
１０月１３日、管内
の金融機関において、
職員の方々や防犯指導員、少年補導員のボランティア団体の方々
と一緒にニセ電話詐欺被害防止キャンペーンを開催しました。
　キャンペーンではＡＴＭを利用する高齢者の方々に対し、最
近のニセ電話詐欺の手口等を紹介して被害防止のための注意喚
起を行いました。
　今年の福岡県内のニセ電話詐欺の被害額は、１０月末時点で
約８億円となり、昨年一年間の被害額である約６．７億円を既に
突破して、とても厳しい状況となっています。
　一方、地域の皆様方のご協力もあり、被害阻止件数や被害阻
止額が増加するなど各種対策の一定の成果も見られます。今後
も八女警察署では、「一声かけて被害ゼロ」を目指して各種対策
に取り組んでまいりますのでご協力のほどよろしくお願いしま
す。

　西日本新聞筑後八女部会では、
一人暮らしの高齢者や高齢のご夫
婦などが安心して毎日の暮らしを
送れるように、地域見守り隊を発
足しました。新聞は毎日同じ時間に、同じルート
を同じスタッフによって配達されます。「あれ？い
つもと違う」にいち早く気づける私たちが、この
まちの安全安心を見守ります。西日本新聞をご購

読のお客様は誰でも無料で登録できます。
　手続きは簡単です●お近くの西日本新聞エリアセンターへ電話、ＦＡＸ、メー
ルなどでお申し込み▶数日間新聞がたまっているあるいは
室内灯がつきっぱなしなど異常を発見したら▶ただちに呼
びかけ等安否確認をします▶その後必要に応じて緊急連絡
者や民生委員さんなどへ連絡します。登録事項はお名前、
ご住所、電話番号、緊急時連絡先等です。詳しくはお近く
の西日本新聞エリアセンターへお尋ねください。
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西日本新聞 地域見守り隊

楽しい日替りイベントがあります

・箱売り特売・野菜の店頭販売

・お宝箱販売・温泉お楽しみ袋販売

・樟の香りコンサート・カラオケ大会

・ひょっとこ踊り・いけうちしん大道芸など

・生産者による対面販売

・大収穫ツリー

・ふれあい餅つき大会

・だんご汁無料配布

・モノマネ歌謡ショー

・たまごつかみ取り

・みかん詰め放題

・八女農コーナーなど楽しい

　日替り企画があります
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